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●
そ
う
め
ん
製
造
業
分
野

　
11
月
12
日
、
そ
う
め
ん
製
造

業
関
係
者
17
人
が
参
加
し
、
そ

う
め
ん
産
業
振
興
に
つ
い
て
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
今
年
10
月
に
商
工
観

光
課
内
に
新
設
さ
れ
た
そ
う
め

ん
振
興
班
か
ら
、「
生
産
者
と

市
の
取
り
組
み
の
連
携
に
よ
り
、

島
原
手
延
そ
う
め
ん
の
認
証
制

度
の
確
立
と
販
売
単
価
の
底
上

げ
や
消
費
拡
大
を
図
り
た
い
」

と
の
構
想
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
販
売
単

価
の
上
昇
は
、
個
々
の
事
業
所

単
位
で
は
難
し
い
」、「
若
い
世

代
が
意
見
交
換
で
き
る
場
を
つ

く
り
た
い
」、「
原
材
料
入
荷
か

ら
製
品
出
荷
ま
で
の
工
程
を
衛

生
管
理
す
る『
ハ
サ
ッ
プ
導
入
』

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
施

設
整
備
へ
の
支
援
が
ほ
し
い
」、

「
生
産
者
自
ら
が
品
質
を
上
げ
、

認
証
制
度
を
活
用
し
て
価
値
を

上
げ
て
い
く
べ
き
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
島
原
手
延
そ
う

め
ん
の
認
知
度
を
高
め
、
全
国

の
皆
さ
ん
に
買
っ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
を
進
め
る
」
と
強
い

意
志
を
示
し
ま
し
た
。

　
規
模
や
状
況
が
様
々
な
製
造

業
者
と
の
懇
談
は
、
市
は
も
と

よ
り
参
加
者
同
士
に
と
っ
て
も

今
後
の
事
業
展
開
を
考
え
る
上

で
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

●
農 

業 

分 

野 

　
11
月
16
日
、
農
業
分
野
の
将

来
を
担
う
若
い
世
代
や
長
崎
県

農
業
士
ら
12
人
が
参
加
し
、
高

齢
化
が
進
む
農
業
の
現
場
や
担

い
手
不
足
、
今
後
の
農
業
な
ど

に
つ
い
て
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
を
活
用
し
て
の
農
地

基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問

が
あ
り
、
市
は
具
体
的
な
事
例

を
挙
げ
、
採
択
条
件
や
条
件
に

合
わ
な
い
場
合
の
他
事
業
の
活

用
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
市
外
か
ら
の
新
規

就
農
者
に
対
し
て
の
補
助
や
誘

致
の
情
報
発
信
不
足
」、「
農
業

用
機
械
リ
ー
ス
に
対
す
る
補
助

制
度
の
創
設
」、「
中
古
ハ
ウ
ス

を
補
強
す
る
事
業
へ
の
支
援
制

度
創
設
」
な
ど
の
意
見
や
、「
人

手
不
足
対
策
の
た
め
の
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
の
要
望
が
出
た

一
方
で
、「
若
者
が
地
元
に
と

ど
ま
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
」

も
必
要
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　
市
長
は
、「
今
後
、
検
討
し

て
で
き
る
こ
と
は
構
築
し
、
市

の
農
業
振
興
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
参

加
者
の
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と

や
考
え
て
い
る
こ
と
、
今
後
の

農
業
に
対
す
る
姿
勢
や
将
来
に

向
け
た
計
画
を
聴
き
、
今
後
の

農
業
施
策
の
参
考
と
な
る
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

※

懇
談
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　今年の干支は「亥」。2019年は正確には「己亥（つちのとい・きがい）」となります。亥年は、十二支の中で最後
の12番目の年であることから、次の世代（サイクル）へ向かう準備をする年という意味があるそうです。また、
動物の猪の肉は　万病を予防するといわれていることから、亥年は「無病息災」の意味もあるとのことです。
　2019年は無病息災で目標に向かって“猪突猛進”していきたいですね。

南島原市IoT推進コンソーシアムを
設立 ❶
「島原半島ジオパーク」がユネスコ世界
ジオパークに再認定

1月

島原・天草一揆380周年記念講演会開催2月

「原城一夜城」を新たに制作
「第Ⅱ期南島原市総合計画」を策定
 元佐田の富士関の化粧まわし贈呈・
展示除幕式 ❷

3月

海の玄関 口ノ津港ターミナル新築着工  
❸

4月

長崎ウエスレヤン大学と包括連携協定
を締結 ❹

5月

南島原市長・市議会議員選挙
ショートフィルム「夢」が国際短編映画
祭で第７回観光映像大賞を受賞 ❺

6月

「原城跡」を含む「長崎と天草地方の潜
伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺
産に登録 ❻
一般県道山口南有馬線（白木野工区）が
開通 ❼

7月

長崎県消防ポンプ操法大会で南有馬
地区団がポンプ車操法の部で３位入賞

8月

地域交流拠点施設「アートビレッジ・シ
ラキノ」がオープン ❽

9月

商工観光課内に「そうめん振興班」を
新設
民泊の修学旅行生受入れが５万人を突
破 ❾
地域商社「株式会社ミナサポ」を設立 10

10月

九州オルレ南島原コースが３周年を迎
える 11
株式会社ソラシドエアと包括的連携協
定を締結 12
「島原半島ジオパーク」日本ジオパーク
認定10周年を迎える

11月

南島原市観光ショートフィルム第二弾
の制作を決定 （6ページ）

12月

皆さんにとって2018年はどんな年でしたか？
市では、原城跡が世界文化遺産に登録されるなど大きな出来事が
ありました。ここでは、写真とともに市の１年を振り返ります。 振り返る南島原市の2018振り返る南島原市の2018
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　今年度の市政懇談会は開催方法を見直し、分野（テーマ）を設定して、関係者・団体などに
参加を依頼して行いました。
　11月に、市の特産品である「そうめん」と基幹産業である「農業」の分野について、関係者と
松本市長が懇談しました。

そうめんと農業についての市政懇談を開催しました

市政懇談会問 秘書広報課　☎７３－６６２２


